
令和５年４月２８日 

             新入児が４名増え、男の子７人、女の子６人の計１３名で 

            新年度がスタートしました。新入児の子は、初めての集団 

生活に不安で涙が出たり、戸惑いから保育教諭に抱っこを 

求めたりする姿がありましたが、環境の変化にも少しずつ慣れ、興味のある玩具や 

遊びを見つけて笑顔で過ごせる時間が増えてきました。登園時や活動の 

合間に涙する子もいますが、一人一人のペースで慣れてくれたらと 

思います。また、自分の思いを言葉にすることが、まだ少し難しい年齢ですが、友達に 

水筒を渡してあげる際や近くで遊んでいる子に呼び掛ける時など、その子なりの言葉で 

一生懸命に伝えてくれる姿が見られます。一人一人の気持ちに寄り添いながら、安心して 

過ごせるようにしていきたいと思います。 

〇絵本紹介〇 
今月持ち帰った月間絵本の“ひげじいさん”は、歌いながら読むと、歌詞に 

合わせて握った手を“とんとん”としてみたり、顎の下に手をもっていって 

髭に見立てたり、保育教諭の真似をしながら楽しんで見ています。 

お家でも、歌いながら読んでみてあげてください！ 

 

 

衣類、スプーン・コップ、水筒、オムツなど名前が消えていないか、未記入でないか 

確認して頂き、消えかかっている物には、再度名前を記入していただきますよう 

お願いします。 

 

 

 

 りす組になり、自分のロッカーや下駄箱にマークがつきました。まだ自分のマークを 

覚えられていない子もいますが、「○○ちゃんは、あのマークのところ！」と伝えると 

「これ？こ！(ねこ)」と指を指して嬉しそうにしたり、「これは？」と友達のマークを 

保育教諭に尋ねたり、身近なものに興味を示して、友達にもマークを教えてくれて 

います。自分のマークを覚えると、着替えの際に自分のロッカーからカゴを持って 

来てくれたり、園庭に行く際には下駄箱からスムーズに靴が出せるようになってきて 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

平 こども園 

りすぐみすまいる 

 ご進級、ご入園おめでとうございます。暖かな春の陽気と共に、新年度がスタートしま 

した。緊張や不安から子どもたちの様々な表情が見られ、在園児の子も新しい部屋での 

生活に戸惑う姿がありました。安心して園生活を送れるように、子どもたち一人一人の 

ペースを大切にしながら、色々なことを、おもいっきり楽しんでいきたいと思います。 

 保護者の皆さんも不安なことが多いと思いますが、クラス担任一同で日々の子どもたちの 

変化や成長に寄り添いながら過ごしていきたいと思います。一年間よろしくお願い致します。 

                    りす組担任 松下由茉 西田静花 塚本直斗 

４月の 
りす組 

 

   

 

〇５月の予定〇 

☆エピソード☆ 

１９日（金） 身体測定 

２０日（土） 合同親子バス遠足 

３１日（水） お誕生会 

 

 

★あたらしいおともだち★ 

  はまだ まひろくん 

よろしくね！ 

 


